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1 .目的

問中1)2)は、高校生のスポーツ的社会化IC関する調査研究を試

み、わが国の女性のスポーツ参加が飛躍的な伸びを示しながらも、

発達段階の早い時期から重要な他者(significantothers)による

性の型づけ(sextyping)が行われ、乙のζとが、女性のスポーツ

参加を消極的にさせる社会的風土形成のー要因となっていること

を示唆している。また武田らめは、 tの研究1)2)をふまえ.高校

の課外スポーツクラブ員は、男女いずれもスポーツ1<:対する好意

的な先有傾向(predisposition)4)を就学前から形成・発達させて

きている点を明らかにしている。

本研究は、先行諸研究の結果1)2) 3) をふまえながら観察対象

を就学前の4・5歳児IC限定した調査分析をとおして、武田ら 3)

の知見をいっそう明確に解明しようと意図したものである。すな

わち、籾の日からみた「連動遊ひ'を含む幼児の社会化過程の実態

と理想像」を明らかにするとともに、男女児の運動遊びの傾向と

それに対する視の期待の分析をとおして、子どものスポーツ的社

会化過程の一端を明らかにしようとしたのが本研究の目的である。

E 、方法

l 調資対象:東京都内の幼碓閲児の母親。園児およびその母親

の年齢は表 1および表 21ζ示すとおりである。

表 2 母親の年齢

主炉型IJ 男児 女児

10歳代 1 (0.2) 

20歳代 53 (10.1) 75 (15.6) 

30歳代 443 (84.1) 375 (78. 0 ) 

40歳代 29 ( 5. 5 ) 31 ( 6. 4) 

50歳代 1 (0.2 ) o ( O. 0) 
メ仁ミ3 計 527 (100.0) 481 (100.0) 

2 調査方法:質問紙法

3. 調査時期j:I~l利 62 年 5 月- 7 Ji 

4. 有効回収数1.008 (男児527、女児481) 

有効回収率 76.1 % 

5. 質問紙の構成:

質問紙は、幼児の行動傾向を勉強、運動遊び、約棟、しつけの

4つのカテコリー (25羽目)でとらえ、同じカテコリー (25項目)

1<:対する母親の期待というかたちで、就学時までの行動変筏を調

任できるように項目を柿成した(友 3参)[(00

なお、乙れら50項目それぞれに対する回答は「全くその通りJ

151、「それに近いJ141、「どちらともいえないJ131、「その反対に

近いJ121、「その反対J111の 51!!法で求めた(ただし、項目 5お

よび項目10は、「全くその通りJ151または「その反対J111のいず

れかに回答するようになっている)。

フェイスシートは、幼児の「年蹴J'ri'E悶作数J• r進学予定J

• r健康状態j、および母籾の r1ド愉j ・ rlt!l:終学)ft. J ・「迎動m~経

験の有無J• rスポーツ参加状況J・「スポーツクラブへの所属状
況J• rおけいこ ζ との経験の有無J・「塾通いの経験の打無jか
ら成り立っている。

6. データ処理:

日本大学文理学部コンビューターセンター IBM 4331 LO 2、

プログラム rSPSSJ、サブプログラム rCROSSTABSJおよ

び rT-TESTJで行った。

皿、結果と考察

1 幼児の行動傾向と親のJVJ待感との関係

表3は、幼児の行動傾向Iζ対する母線の認知1(以ド、現状とよ

ぷ)および幼児の就学時までの行動変容に対する母娘の期待水準

(以下、期待とよぶ)の50項目について平淘と標準偏差を表わし

男女児の差(表3の太線枠内)と、対応する名瓜nmJのたの{J貴!tを
t検定で確認した結果が示されている。「勉強j、 「巡動遊びj、

円高燥jおよび「しつけjの4つの力テゴリーζとに性差を中心1<:

以下、考察をすすめる。

1)勉強(知的発達等)について

表3の知的発達ないしは知的欲求に関するカテコリーをみると、

項目 1-4の現状および項目26-29の期待lζみるとおり、絵本を

みる乙と、書いたり作ったりすること、数字や文字を党えるとと、

本を読んでもらうととは、「現状Jおよび rJVJ待Jの平均的がL、ず

れも 5と4の間にあり、 4・5歳児の知的発達状況は一応望まし

い状態にある ζとがわかる。しかし、籾の期待は現状認知1を上ま

わり、女児の知的水準が男児よりも{1怠1<:高いことが注Hされる。
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表3 幼児の行動傾向と親の期待感との関係

項
男児(項目問の比較) 女児(項目聞の比較}

t 検 定目

M SD 

I 絵本を見るのが大好きです 4.260 0.791 
26 新しい絵本をすすんで説む子であってほしい 4.520 日732

2 絵を書いたり物を作ったりするのが大好きです 4.076 1. 040 
27 絵を書いたり物を作ったりするのが大好きな子であってほLい 4.611 0.631 

3 数字や文字を自分から覚えようとしています 3.945 1. 148 
28 数字や文字を自分から覚えようとする子であってほしい 4.658 0.611 

4 本を読んでもらうことが大好きです 4.518 0.765 
29 物語りを問〈ことが大好きな子であってほしい 4.617 。回3
5 進学準備のためK塾K通っています 1.167 0.801 
初 進学単備のため陀すすんで塾K通う子であってほしい 2.526 1.120 

6 戸外で遊ぶことが大好きです 4.569 0.742 
31 戸外で遊ぶことが大好きな子であってほしい 4.867 0.367 

7 友だちと活発な遊びをすることが大好きです 4.400 0.850 
32 友だちと活発な遊びをすることが大好きな子であってほしい 4.786 0.479 

8 新しい運動キスポーツK強い興味を刀てします 3.547 1.072 
33 新しい運動や1 ポーツK興味の持てる子であってほしい 4.628 0.637 

9 親子で一緒K運動キスポーツを行っています 2.947 1. 174 
34 親子の運動遊びをリードできる子であってほLい 4.251 0.791 

10 スポーツ教室キスポーッタラフlt:通っています 3.034 2.002 
35 スポー"'教室やXポーツPラプKすすんで温う子であって隠しい 3.772 1. 061 

11 家族宇友だちKやさしい心づかL、ができます 4.178 0.721 
36 家族キ友だちKやさしい心づかいができる子であってほしい 4.911 0.305 

12 親子一緒Kいつも楽L<遊んでいます 3.693 0.852 
37 親子一緒Kいつも楽しく遊べる子であって陪しい 4.395 0.794 

13 小烏や犬・猫などをよ〈かわいがります 3.615 1. 029 
38 ，)、烏や犬・猫などをよ〈かわいがる子であってほLい 4.5J4 。708
14 木々の緑キ草花が大好きです 3.714 0.921 
39 木々の緑や草花が大好きな子であってほしい 4.564 0.664 

15 音楽を聞いたり歌ったりするのが大好きです 3.922 0.967 
40 音楽を聞いたり歌ったりするのが大好きな子であってほしい 4.344 0.603 

16 「男の子らしい遊び H女の子らしい遊びJをしています 4.313 0.840 
41 「男丹子らい遊びJf女の子らい遊び」をする子であってほしL、 4.4伺 0.760 

17 あいさつや返事がしっかりできます 3.742 0.888 
42 あいさつや返事がしっかりできる子であってほしい 4.909 0.319 

18 整理整とんがかなりできます 2.972 0.999 
43 整理整とんがしっかりできる子であってほしい 4関5 0.558 
19 ひとりで身じたくをしようとしています 4.131 0.906 

44 ひとりで身じたくができる子であってほしい 4.873 0.356 

m お手伝いをすすんでします 3.448 0.950 
45 お手伝いをすすんでする子であってほしい 4.482 0.664 

21 食べ物の好き嫌いは少ない方です 3.175 1. 397 
46 食べ物K好き鎌いがない子であってほしい 4.795 0.578 

22 缶-:/;1.ースなどは自由勝手K飲んでいません 4.381 。関5
47 缶ジュースなどを自由勝手K飲まない子であってほしい 4.454 。倒8

23 テレビの番組は勝手気ままK見ていません 3.564 1. 250 
48 テレピの番組は決めて見る子であってほしい 4.510 0.727 

24 ア7 ミコ Y キゲーム?1 -;1チKは熱中していません 3.374 1.4日6
49 フ 7~ :::J/キゲームウ ;t-:l チK熱中しすぎない子であってほし、、 4.442 0.885 

お 家族と一緒K夜おそくまで起きていません 4.082 1. 206 
50 夜ふかLをLない子であってほしい 4.676 。倒9
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t検定 M SD t検定
(男封切IIl<l)1ti較}

4.491 0.713 ホ*キ

*** 4.632 0.595 *ホ* * * 
4.428 0.798 *** 

*** 4.624 0.634 *** 

4.322 0.912 * * * 
*** 4.622 0.641 *** 

4.682 0.596 * *キ
キ*

4.653 0.617 

1. 225 0.922 
*** 2.356 1. 027 *** * 
4邸6 0.675 

*** 4.811 0.437 *** 
* 

4.254 0.896 * * 
*** 4.6S5 0.607 *キ* * * * 

3.765 0.996 * * キ** 4.547 0.679 *** * 
2.796 1. 173 * 

*** 4.004 0.851 *** * * * 

*** 
2.830 1. 995 

*** 3.520 1. 039 * * * 
4.160 0.7日8

*** 4.915 0.294 *** 

*** 
3.63日 0.804 

*** 4.329 0.819 

3.744 1. 052 * ホ**
4.505 0.707 

*キ*

4.214 0.830 * * * キ** *** 4.713 0.545 * * * 
4.499 0.750 * * * 

*** 4.618 。肘5 ** * *キ
4.052 0.917 * * * 

*** *** 3.590 0.878 * * * 

*** 
3.832 0.889 

*** 4.902 0.324 

* * * 3.231 1. 008 
*** 4.751 0.521 *キ*

4.395 0.818 * * * 
*** *** 4.865 0.3r賂

3.915 0.846 キキ*

*** 4.636 0.597 *** キ** 

3.293 1. 357 
*** **水

4.734 0.68町

4.547 0.898 ** 
4.460 0.978 

3.728 1.百)4 * 
*** 4.422 0.841 *** 

4.487 1. 000 * * * キ** 4.412 0.927 

4.125 1.126 
**キ *** 4.717 0.598 

t検定の有意水準 * : 0.5，彰水準
ホ*・ 1%水準
* * * : O. 1 ~高木市1



一方、学自塾通いについてみると、表4(現状)と表5()UJ待)

および表3の項目 5・30からI明らかなとおり、現任ではまだ学習

塾11:通っている子どもは少ないが、就学時では「どちらともいえ

ないJ(31と回答するものが約半数にものぼり、小学校入学以降の

学留塾通いの過熱化現象を暗示しているようである。

表4 進学準備のために塾lζ通っています

訂正一-----!1!1
全くその通り

その反対

一ττ「

表5 進学準備のためにすすんで塾11:通う子であって

ほしい

項よ~'J 男児 女児

全くその通り 27 (5.2 ) 10 ( 2. 1 ) 

その考えに近い 36 (6.8) 21 (4.4) 

どちらとも 271 (51. 4) 246 ( 51. 1) 

その反対に近い 46 (8.7 ) 57 (!1. 9) I 
その反対 147 (27.9) 147 ( 30. 6) I 
~ n 527 (100.0) I 481 (100.0) I 

2)運動遊びの傾向について

表3の項目 6・31の「戸外遊びJおよび項目 7・32の「友だち

との活発な遊びjについてみると、男女児ともに活発な戸外遊び

ゃグループでの遊びがある程度みられる中で、乙れを現在以上iζ

行うようにさせたいとする親の態度がみられるとともに、とくに

男児の観にその期待が大きい乙とが明らかである。また、項目8

・33の「新しい運動やスポーツ11:対する興味Jおよび項目 9・34

の「初子での運動・スポーツJについてみると、男女児ともしだ

いにスポ ツ11:興味を示してくる反面、親子一緒のスポーツ活動

が低調な中で、母F見は男女児のいずれにも一般の積概化を望む態

度が読みとれる。特11:男児の籾にそのJUJ待感の強い乙とに注目す

べきであろう。表6および表3の項目35は、小学校入学時点での

スポーツ教室・クラブ))11入に対する親の期待をみたものであるが、

まだスポーツ教室等への参加が少ないものの、男女児いずれの場

合も、親は就学時までにはもう少し現状を改善しなければならな

いと考えているようである。

表6 スポーツ教室やスポーツクラブ1(すすんで

通う子であってほしい

項正~ 男児 女児

全くその通り 165 (31. 3 ) 106 ( 22. 0) 

その考えに近い 138 (26.2) 105 (21. 8 ) 

とちらとも 187 (35.5 ) 229 (47.6) 

その反対に近い 13 ( 2. 5 ) 15 (3.2) 

その反対 24 ( 4. 6) 26 ( 5. 4 ) 

メ~ヨ ~i 527 (100.0 ) 481 (100.0 ) 

3)↑古燥面の発速について

表3の項目1l-15および羽目36-40のtli隙，ijjについてみると、

男女児ともに家族や友人11:対する親愛的傾向が認められ、自然の

美しさや音楽lζ対する美的感覚やリズム感覚を墜かにしていく可

能性が読みとれる。↑!?保面の発注 11:対する事~!の期待はいずれの

項目でもかなり大きく、美的・音楽的情操の発達に対する期待は、

女児の場合とくに大きい傾向が認められる。

4 )しつけの現状と改汚 JUl1.~

表3の項目17-20および項目42-45の「あいさつや返1iJ、 「整

理整とんj、「ひとりで身じたくJ、「お手伝L、Jの項目に法目して
みると、男女児とも務理殺とんが苦手であり、男児はお手伝いを

あまりせず、あいさつや返'jlは男女児ともまだまだといった感じ

である。しかし、しつけに対する期待水準は全般的Iζ高い中で、

とくにあいさつや返事のできる素直な子を強く望む級の多い乙と

が注目される。大体、自分で身じたくのできる子が多く、一府そ

の傾向を抑し進めたいとする籾の気持ちは、 ζの誠夜からも十分

11:理解できて興味深い。

表3の項目21-25および項目46-50は、子どものしつけを放任

の観点からみたものである。 f食べ物の好き嫌いJ、rwジュ ス等の
自由飲食j、「テレビ視聴の放任」、「ファミコン等の放任j、「夜ふ

かしJなどに対して親はしつけをきびしくしようとする様子が読
みとれる。しかし、男k児いずれにもみられる食べ物の好き嫌い、

テレビの見過ぎの傾向や男児でファミコン等lζ熱中する傾向のあ

る子が実際にはかなりの数にのぼるものとみられるのである。

乙のような親のしつり傾向がみられる中で、表7から、遊び方

11: tJ を転じてみると、リJ f，(~いずれもリjの F らしい遊び、または

女の子らしい遊びを行っていることが明らかであり、とくに男児

にその傾向が強い。しかし、乙れを籾の「期待J(表8)からみる

と、男児の親はいっそう「男の子らしい遊びjをする fであって

ほしいと願っているのに対し、女児の却は逆に「どちらともいえ

ないJ(3)11:回答する者が多い点が注目される。このような女児の

遊びlζ対する級の反応が何を意味するものであるかについては今

後改めて研究を試みるつもりである。

表 rYJの子らしい遊びJをしています
f女の子らしい遊び」

項下一~IJ 9J 児 女児

全くその通り 273 (51.8) 187 ( 38. 9) 

その考えに近い 162 (30.7) 157 ( 32. 6 ) 

どちらとも 81 (15.4) 115 ( 23. 9 ) 

その反対に近い 6 ( 1. 1 ) 19 (4.0) 

その反対 5 ( 1. 0 ) 3 (0.6) I 

メ~ヨ 5十 527 (1ω.0) ~OÕo)1 

表列の子らしい遊びjをする子であってほしい
[女の子らしい遊υ」

道百----主!'l 男児 女児

全くその通り 336 ( 63. 8 ) 100 ( 20. 8 ) 

その考えに近い 119 (22.6) 108 (22.5) 

どちらとも 68 ( 12.9 ) 252 (52.4) 

その反対に近い 2 ( O. 4) 18 (3.7) 

その反対 2 ( O. 4 ) 

~ 527 (100.0 ) 481 000.0 ) 
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2. スイミングクラブに通う関児の行1M傾向と籾の期待感との関係

表 9は、スイミングクラブへの加入率を男女別1<:示したもので

ある。
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男女別1<:スイミングクラブに通う園児とその他の園児との比較

分析を試み、有意差の認められた項目についてみると表10のとお

りである。表10の項目 6，7， 9， 351<:注目すると、スイミング

クラブに通う園児は、男児女児のいずれの場合も戸外での遊びゃ

グループでの遊びが活発な反函、親子一緒の運動遊びはあまり行

われていないのが実情である。しかも、今後のスポーツ教室・ク

ラブ参加を望む親が男女児いずれもクラブ参加児に有意IC多い点

が注目される。また、スイミングクラブ1<:通っていない女児lζ、

女の子らしい遊びをする傾向が宿意1<:認められることも見逃せな

い。乙の乙とは資料として注目しておきたい。

lV、要約と結論

東京都内の幼稚園児の母親1.008名を対象IC子どもの社会化過

程と運動量産びについて調査分析した結果、次のような知見を得た。

1) 4・5歳児の社会化過程を知的発達、情緒的発達、運動遊

びおよび基本的しつけの面からみると、親の現状認知と発達期待

表10 スイミングクラブIC通うl;a児の行動傾向と殺の期待感との関係

からみる限り、女児にはま11的発i.fとくに↑!?緒的発達、男児ICは運

動遊びなどの活動性の発達傾向がitfolされる。

2)また、同じように幼稚園IC通う子であっても、スイミング

クラブ1<:通う子は男女児を問わず運動遊びが活発化する傾向を示

し、その親たちも就学後1<:スポーツ教室、スポーツクラブ等への

加入をi志向するなどきわめて興味深い知見がf.~~られた。

今後は、幼児の社会化過程ICおけるスポーツ的社会化促進の機

能について研究を進めたいと考えている。
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男 児 立 9~ 

項 日
スイミングクラブ スイミングクラプ

t検定
スイミングクラプ スイミングクラプ t検定

書加児 ~I'書加児 書加 9~ 11 書 1!1 児
r一一一一一一

M S D M S D M S D M S D 

勉 3 数字や文字を自分から覚えようとしています 4.045 1. 084 3.842 1. 205 調ド

強 28 数字や文字を自分から覚えようとする子であってはLい 4. 560 0.663 4. 674 O. 6J8 司h

連 6 戸外で迎ぶζとが大好きです 4. 660 0.671 4. 475 O. 199 * * 4. 659 0.646 4. 523 o. 694 * 

動 7 友だちと活発な道びをするζとが太好きです 4.418 O. 776 4. 313 O. 914 * 4.364 0.813 4. 161 O. 906 * 

地 9 IU子で一緒iζ連動Pスポーツをり勺ていまザ 3.090 1. 171 2.799 1. 154 *本 2.968 1.244 2. 651 1. 091 *本

び 35 スポーツ教室やス;f.--;;クラプにすすんで通う干てあってほしい 4.216 0.833 3. 313 1. 018 キ** 4.000 0.904 3. 119 O. 915 ホ** 

36 家肱や友だち』ζやさしい心づかいができる子であってほしい 4. 934 O. 244 4. 882 O. 355 * 

13 小鳥や犬・描などをよくかわいがります 3.868 1. 062 3. 640 1. 034 * 

側
15 音楽を耐1いたり歌ったりする田が大好きです 4. 067 I O. 930 3. 772 O. 984 * * * 
10 晋棄をIIlIいたり歌ったりするのが大好きな子であってほしい 4. 418 I O. 737 4. 266 O. 860 * 

しつり 16 r!l}OJ子らしい遊びJf女の子らしい遊び』をしています 3. 941 0.951 4. 146 0.878 一一一三一」寸

t検定のn意水準 *: 0.5%水槽1
* *: I %水根
***:0.1%水準
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